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楕円銀河の重力質量分布を調べるためには、Ｘ線であまり明るくない銀河の観測が不可欠である。なぜならば、
Ｘ線で明るい楕円銀河は、銀河団や銀河群の中心に位置しているため、楕円銀河のみの重力質量を分離するのは
困難だからである。XMM衛星とChandra 衛星により、このようなＸ線であまり明るくない銀河に閉じ込められ
た高温ガスの温度、密度分布を求めること、つまり、重力質量分布を求めることがようやく可能になった。

我々は、2004年秋季年会では、XMM衛星を用いてこれらの楕円銀河の重力質量分布を求め、中心からの距離
が大きくなるほど、質量光度比が大きくなり、有効半径の数倍の距離では、恒星の数倍以上の暗黒物質が存在す
ることを確かめ報告した。今回の年会では、前回不十分であった重力質量分布の誤差について検討行った結果に
加え、XMM衛星を用いては空間分解できなかった中心部について、Chandra衛星で得られた輝度分布から重力
質量を求めた結果について報告する。また、楕円銀河の各半径における質量―光度比M/Lと Bバンドでの全光
度 LB の関係、星の速度分散からもとめたM/Lとの比較について議論する。


